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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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慣
れ
た
体
が　

度
に
参
っ
て

28

い
る
▼
普
及
率　

％
の
P
C

73

で
エ
ア
コ
ン
普
及
率
を
調
べ

た
ら　

年
は
限
り
な
く
ゼ
ロ

61

で
今
は　

％
。　

年
で
日
本

90

40

は
豊
か
に
な
っ
た
の
か
▼
と

こ
ろ
が
一
発
の
事
故
で
節
電

だ
、
や
れ
「
が
ん
ば
れ
ニ
ッ

ボ
ン
」
と
Ｔ
Ｖ
に
煽
ら
れ
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、

ま
る
で
戦
前
の
一
億
総
動
員

の
よ
う
で
胡
散
臭
い
。
確
か

に
昔
は
う
ち
わ
だ
っ
た
▼
日

本
は
本
当
に
豊
か
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
職
場
実
感
は

た
だ
た
だ
忙
し
く
な
っ
た
に

尽
き
る
▼
賃
下
げ
と
な
っ
た

ら
家
計
も
火
の
車
で
さ
ら
に

暑
く
な
る
。
財
界
は
原
発
止

め
た
ら
発
展
は
な
い
よ
と
脅

す
。
大
量
生
産
、
大
量
消
費

で
い
い
の
か
。
は
き
違
え
た

豊
か
さ
か
ら
抜
け
出
る
決
断

が
必
要
だ
。

う
だ
る
暑
さ

に
閉
口
す

る
。
体
は
だ

る
く
、
頭
も

働
か
な
い
。

エ
ア
コ
ン
に

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

最
後
は
左
側
の
眼
形
を
奪
い

ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

全国税組合員に統括全国税組合員に統括官官・・連調など発令連調など発令
来年退職の組合員に未発来年退職の組合員に未発令令

中高年の処遇明らかに後中高年の処遇 明らかに後退退

緊急の補正発令を求める
（期別毎の未発令者数／組合員数）

【普通科】
9／2330期
1／431期
26／5432期
11／2333期
15／2134期
8／935期
5／736期

【国専採用者】
0／24期
0／25期
1／26期
2／37期
6／98期
3／79期
4／610期

【年次採用者】
1／4 昭45年
1／2昭46年
3／4昭47年
1／2昭48年
0／0昭49年
0／1昭50年
1／1昭51年

　

組
合
員
の
発
令
で
み
れ

ば
、
来
年
定
年
退
職
を
迎
え

る
普　

期
、
昭
和　

年
採
用

30

45

者
の
組
合
員　

名
、
再
来
年

10

退
職
の
普　

期
、
昭
和　

年

31

46

採
用
者
２
名
の
発
令
を
拒
否

し
て
い
ま
す（
表
１
）。
全
国

税
差
別
ば
か
り
か
、
５
級
退

職
を
当
局
が
意
図
的
に
拡
大

し
て
い
る
現
象
で
あ
り
、
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
の
全
国
税
組
合
員
へ

の
ポ
ス
ト
発
令
は
、
普　

期
30

の
約
半
数
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
税
組
合
員
へ
の
差

別
は
、
い
わ
ば
職
場
全
体
の

　
「
従
来
の
ペ
ー
ス
に
戻

る
。」

　

こ
れ
は
、
２
０
１
０
年　
10

月
８
日
に
実
施
し
た
長
官
団

交
で
、
勤
務
延
長
に
よ
り
大

幅
に
後
退
し
た
人
事
の
回
復

果
と
し
て
一
般
上
席
か
ら
の

ポ
ス
ト
昇
任
が
大
幅
に
後
退

し
た
昨
年
７
月
人
事
。
今
年

「
従
来
ペ
ー
ス
に
戻
る
」の
な

ら
、
当
然
、
昨
年
後
退
し
た

一
般
上
席
か
ら
の
ポ
ス
ト
昇

　

名
古
屋
局
・
豊
橋
税
務
署

で
、
特
官
昇
任
後
、
勤
務
評

定
Ｂ
（
良
好
）
に
も
関
わ
ら

ず
昇
格
し
な
か
っ
た
川
澄
さ

ん
の
補
正
発
令
を
求
め
て
き

ま
し
た
が
、
７
月
９
日
ま
で

に
補
正
発
令
は
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
正
当
な
理
由
の
な

い
「
５
級
特
官
」
の
ま
ま
の

退
職
は
、
新
た
な
差
別
の
持

ち
込
み
で
あ
り
、
全
国
税
は

厳
重
に
抗
議
し
ま
す
。

要
求
に
対
す
る
、
藤
田
人
事

課
長
の
回
答
で
す
。

　

７
月
退
職
が
通
例
だ
っ
た

ポ
ス
ト
在
職
者
が
勤
務
延
長

に
よ
り
ポ
ス
ト
官
職
の
ま
ま

勤
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結

　

７
月
１
日
に
配
転
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
７
月
人
事
で
は
、
勤
務
延
長
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
中

高
年
職
員
の
人
事
に
大
規
模
な
停
滞
が
起
こ
り
ま
し
た
。
今
年
の
人
事
で
は
、
勤

務
延
長
に
よ
る
〝
玉
突
き
〟
で
後
退
し
た
一
般
上
席
か
ら
の
６
級
ポ
ス
ト
発
令
の
回

復
が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
職
場
全
体
の
処
遇
改
善
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る

全
国
税
組
合
員
に
対
す
る
発
令
を
見
る
と
、「
誰
で
も
退
職
ま
で
に
６
級
」
要
求
に

当
局
は
応
え
ず
、
差
別
解
消
も
拒
否
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
全
体
の
発
令

状
況
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

処
遇
の
「
重
し
」
と
な
っ
て

お
り
、
一
般
上
席
へ
の
昇
任

は
異
常
な
ほ
ど
の「
狭
き
門
」

る
模
様
で
す
。
結
果
と
し
て

勤
務
延
長
は
、
中
高
年
職
員

へ
の
差
別
を
拡
大
し
て
、
処

遇
の
大
後
退
を
招
い
た
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
面
で
も
、
昨
年
の
人

勧
や
今
問
題
と
な
っ
て
い
る

「
賃
下
げ
法
案
」
で
、
割
を
食

う
中
高
年
職
員
。
現
給
保
障

で
「
昇
格
し
な
い
こ
と
に
よ

る
損
失
」
も
拡
大
し
、「
事
実

上
の
処
分
」
と
も
い
え
る
仕

打
ち
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
処
遇
に
晒
さ
れ

て
い
る
５
級
と
４
級
の
在
職

者
は
２
万
４
千
名
を
超
え
て

い
ま
す
。
当
局
が
行
っ
て
い

る
差
別
人
事
路
線
か
ら
中
高

年
が
希
望
の
持
て
る
人
事
へ

の
方
針
転
換
は
待
っ
た
な
し

と
な
っ
て
い
ま
す
。

任
が
大
幅
に
増
加
し
な
け
れ

ば
、
間
尺
に
合
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
全
国
税
組
合
員
の

ポ
ス
ト
発
令
は　

。
一
昨
年

13

の　

年
が　

名
で
あ
っ
た
の

09

23

に
対
し
、
昨
年
の
処
遇
後
退

で　

に
減
少
し
た
に
も
関
わ

10
ら
ず
、
今
年
は
昨
年
と
比
べ

微
増
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
昨
年
も
温
存
し

た
若
手
抜
擢
は
、
今
年
も
従

来
ペ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
い

一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
普　

期
・
専　

49

23

期
に
６
級
ポ
ス
ト
の
発
令
が

行
わ
れ
て
お
り
、　

年
も
の

20

格
差
が
継
続
す
る
「
若
手
抜

擢
人
事
」
は
温
存
さ
れ
て
お

り
、
差
別
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
実
、

５
級
に
据
え
置
か
れ
た
ま
ま

退
職
す
る
職
員
数
は
増
加
の

勤
務
延
長
で
処
遇
後
退
か

全国税組合員6級ポスト昇任状況

関信・徴収特官普32期

関信・相談官普33期

東京・資産特官普32期

東京・法人統括官普34期

東京・法人特官普31期

東京・個人統括官普33期

東京・個人特官普32期

名古屋・管運統括官昭和50年採用

金沢・管運連調普32期

大阪・個人統括官普32期

大阪・資産統括官専9

大阪・徴収特官専9

大阪・徴収特官普36期

全国税組合員に対する6級ポスト発令数の推移

11100908070605040302

  13  10  23  24  24  21  21  26  30  32計

「昇任も昇格もなし」
　前例化するな　

　

こ
の
問
題
は
、「
全
国
税

に
対
す
る
新
た
な
差
別
」
だ

け
に
止
ま
り
ま
せ
ん
。「
昇

任
し
て
も
昇
格
な
し
」
が
全

職
員
に
〝
活
用
〟
さ
れ
る
危

険
性
を
含
ん
で
お
り
、
後
退

す
る
中
高
年
人
事
に
追
い
打

ち
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　

事
実
、
全
国
税
組
合
員
よ

り
も
長
く
昇
格
が
据
え
置
か

れ
て
い
る
職
員
は
多
く
、

「
仕
事
は
さ
せ
る
が
、
賃
金

面
で
処
遇
し
な
い
」
状
況
が

常
態
化
し
て
い
る
と
さ
え
い

え
ま
す
。
こ
の
状
況
は
、
中

高
年
の
処
遇
を
後
退
さ
せ
る

ば
か
り
か
、
賃
金
体
系
を
運

用
に
よ
り
崩
す
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
庁
当
局
の
人
事
権

を
遥
か
に
超
え
る
問
題
が
潜

ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

　

昇
格
を
差
別
の
道
具
に

使
っ
た
庁
当
局
と
名
古
屋
局

当
局
は
、
今
回
の
未
昇
格
発

令
を
改
め
、〝
前
例
化
〟
し
な

い
よ
う
、
強
く
求
め
ま
す
。

※　アミ掛部分は女性組合員。

表2

表3

7
月
人
事

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

一
般
上
席
か
ら
の
発
令
数
回
復
せ
ず

表1 姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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職
員
・
家
族
が
安
心 

で
き
る
配
転
に

【
北
海
道
地
連
】

　

昨
年
の
異
動
で
転
居

し
た
者
は
５
０
９
名

（　

％
）。　

年
前
の
昭

22

30

和　

年
も　

％
で
何
も

55

22

変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

保
育
所
の
待
機
児
童

の
増
加
、
学
校
で
の
い

じ
め
、
不
登
校
、
病
院

の
都
市
集
中
化
、
介
護

施
設
や
老
健
施
設
の
不

足
な
ど
私
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
は
と
て

も
厳
し
く
、
家
族
帯
同

の
転
居
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
。
配
転
制
度
を

見
直
さ
ず
に
き
た
こ
と

が
、「
国
税
職
員
は
家

族
と
暮
ら
せ
な
い
」
と

い
う
現
実
を
生
ん
で
い

る
。「
仕
事
と
生
活
の

調
和
」
が
求
め
ら
れ
て

当
然
で
は
な
い
か
。

あ
な
た
が
Ｏ
Ｋ
と
言
え
ば

【
東
北
・
青
森
支
部
】

　

税
務
署
が
、
納
税
者

に
向
か
っ
て
、「
国
の

税
収
が
不
足
し
て
い
る

の
で
税
金
を
割
り
増
し

し
て
支
払
っ
て
頂
き
た

い
。
税
法
に
は
な
い
ん

で
す
が
、
あ
な
た
が
Ｏ

Ｋ
と
言
え
ば
大
丈
夫
。

そ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
今

後
そ
の
よ
う
に
制
度
改

革
さ
れ
る
見
込
み
で
す

の
で
、
き
わ
め
て
異
例

な
話
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
あ
何
と
言
う
か

制
度
の
先
取
り
と
い
う

こ
と
で
、
ぜ
ひ
ご
理
解

を
」
と
言
っ
て
、「
ハ
イ

わ
か
り
ま
し
た
」
と
い

う
人
が
い
る
だ
ろ
う

か
。「
馬
鹿
な
こ
と
を

言
う
な
、
法
律
が
変

わ
っ
て
か
ら
出
直
し
て

来
い
」
と
言
わ
れ
る
に

決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
了
解
し
て
い
た
だ

け
な
い
の
は
残
念
で
す

が
理
解
を
示
し
た
方
も

い
ま
す
の
で
了
解
し
な

い
方
か
ら
も
取
り
立
て

し
ま
す
」

　

こ
ん
な
事
出
来
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

迫
る
書
架
に
挟
ま
れ
て

【
北
海
道
・
帯
広
分
会
】

　

１
階
耐
火
書
庫
の
移

動
式
書
架
は
ハ
ン
ド
ル

を
回
し
て
動
か
し
、
職

員
が
挟
ま
れ
な
い
よ
う

に
ス
ト
ッ
パ
ー
も
付
い

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

う
ま
く
作
動
せ
ず
、
自

然
に
動
い
て
職
員
が
挟

ま
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。
重
い
の
で
書
架
に

挟
ま
れ
る
と
恐
怖
で

す
。

内
部
事
務
は
二
元
化

【
関
信
・
埼
玉
支
部
】

　

全
署
で
内
部
事
務
の

一
元
化
が
強
行
さ
れ
て

か
ら
２
年
近
く
が
経
ち

ま
し
た
。

　

内
部
事
務
は
、
Ｋ
Ｓ

Ｋ
シ
ス
テ
ム
も
含
め
て

管
理
運
営
部
門
と
課
税

内
部
に
分
断
さ
れ
た
ま

ま
で
す
。
管
理
運
営
部

門
は
課
税
内
部
へ
、
課

税
内
部
は
管
理
運
営
部

門
へ
頻
繁
に
行
き
来
し

な
い
と
通
常
業
務
さ
え

円
滑
に
進
み
ま
せ
ん
。

内
部
事
務
は
い
ま
だ
二

元
化
の
ま
ま
で
す
。

〈
解
答
〉黒
1
を
決
め
て
か
ら

3
と
ツ
ケ
る
の
が
好
手
筋
。

白
4
に
黒
5
、
7
で
白
死
で

す
。
黒
1
で
2
は
白
1
で
白

生
き
。
黒
3
で
4
は
白
3
で

白
生
き
。
白
6
で
イ
な
ら
黒

ロ
白
7
黒
6
で
白
死
で
す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍杏 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

公務員賃下げ法案は廃案にせよ

　

被
爆　

年
を
迎
え
る
今

66

年
の
「
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
」は
、
広
島
で
8
月
3

日
か
ら
始
ま
る
国
際
会
議

を
皮
切
り
に
5
、
6
日
の

広
島
大
会
、
7
日
か
ら
9

日
ま
で
の
長
崎
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

核
兵
器
全
面
禁
止
を
訴

え
る
「
国
民
平
和
大
行
進
」

は
広
島
を
め
ざ
し
て
行
進

が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
か

ら
も
4
回
目
の
被
曝
体
験

に
曝
さ
れ
て
い
る
福
島
か

ら
も
行
進
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
原
発
事
故
を
受
け

今
年
の
大
会
は
「
核
と
人

類
は
共
存
で
き
な
い
こ
と

を
世
界
に
示
す
」
重
要
な

世
界
大
会
に
な
り
ま
す
。

核
兵
器
は
要
ら
な
い

　　全国税労働組合「第69回定期大会」を
　次のとおり開催しますので、規約23条に

　より告示します。

記

　【日　時】　2011年8月19日（金）〜21日（日）
　【会　場】　ホテル機山館（きざんかん）
　　　　　　東京都文京区本郷4−37−20
　　TEL（3812）1211　FAX（3816）1218
　【主な議題】
　　①　2010年度一般経過報告など
　　②　2010年度決算報告
　　③　2011年度運動方針（案）
　　④　2011年度財政方針（案）
　　⑤　2011年度税研運動方針（案）
　　⑥　役員・中央委員の選出
　　⑦　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
2011年7月15日
全国税労働組合　中央執行委員長　藤平　和良

餌

影

営
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緊
急
集
会
も

開
き
ま
し

た
。
熊
本
で

は
６
月　

日
15

に
自
共
社
各

党
へ
要
請
、

地
方
へ
の
悪

影
響
に
つ
い

て
共
通
認
識

で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま

し
た
。

行
動
。
大
阪
で
は
６
月
３
日

に
天
満
橋
駅
前
で
宣
伝
行

動
。
香
川
で
は
、
６
月　

日
17

に
宣
伝
行
動
。
九
州
で
は
６

月
１
日
か
ら
３
日
に
か
け
て

全
県
で
街
頭
宣
伝
を
行
い
、

　

全
労
連
・
国
公
労
連
は
７

月　

日
に
、「
夏
季
闘
争
勝

28
利
７
・　

中
央
行
動
」
を
展

28

開
し
ま
す
。
こ
の
中
央
行
動

は
、　

日
間
の
国
会
延
長
に

70

伴
い
、
審
議
が
見
込
ま
れ
る

「
公
務
員
賃
金　

％
引
き
下

10

げ
」法
案
の
廃
案
を
め
ざ
し
、

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

宣
伝
や
反
対
へ
の
「
賛
同
署

名
」、
国
会
議
員
の
地
方
事

務
所
要
請
行
動
な
ど
を
積
み

上
げ
、
全
国
か
ら
組
合
員
が

集
ま
り
ま
す
。

　

全
国
税
も
こ
の
行
動
に
結

集
し
、
職
場
の
反
対
の
声
を

集
約
し
て
、
広
く
「
賃
下
げ

反
対
」
を
訴
え
る
仲
間
と
と

も
に
、
廃
案
を
訴
え
ま
す
。

7月28日
廃案めざし

中央行動

へ
の
要
請
や
札
幌
大
通
公
園

で
の
宣
伝
行
動
。
埼
玉
で

は
、
６
月
１
日
に
官
民
労
働

者　

名
で
浦
和
駅
前
宣
伝
行

60
動
。
富
山
で
は
６
月　

日
に

15

富
山
駅
前
宣
伝
。
愛
知
で
は

自
民
党
県
連
へ
要
請
し
、
事

務
局
長
か
ら
「
制
度
の
な
し

崩
し
に
は
疑
問
」
と
の
見
解

を
得
ま
し
た
。
東
京
で
は
６

月　

日
に
荻
窪
駅
前
で
宣
伝

13

　

全
国
各
地
で
、
国
公
労
連

の
仲
間
が
宣
伝
行
動
や
要
請

行
動
を
重
ね
、
賃
下
げ
反
対

の
世
論
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
６
月
２
日
、

公
務
共
闘
が
道
庁
や
教
育
委

広
が
る
反
対
の

広
が
る
反
対
の
声声

　

公
務
員
賃
金
の
引
き
下
げ
法
案
を
な
ん
と
し
て

も
今
国
会
で
廃
案
に
す
る
た
め
、
国
公
労
連
・
全
国

税
は
各
政
党
や
国
会
議
員
へ
の
要
請
・
懇
談
、
街
頭

宣
伝
、
賛
同
署
名
な
ど
の
取
り
組
み
を
全
国
各
地

で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
野
党
は
も
ち
ろ

ん
、
与
党
内
か
ら
も
賃
下
げ
法
案
に
対
す
る
反
対

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

第69回定期大会告示

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

共同宣伝行動＝富山駅前、6月15日

大阪市・天満橋駅前＝6月3日

福岡県労連緊急集会＝6月1日

全
国
の
宣
伝
・
要
請
で

福
島
第
一
原
発
事
故
の
収
束
と

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
も
求
め
る
大
会
に


